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WOWのニュースレターが出来ました 

アフリカーユーラシア・フライウェイ・プロジェクトのニュースレター「湿地上空の翼（WOW）」の第 3年度版が出来上がりま

した。このニュースレターはWOW プロジェクトの概要とこのアフリカとユーラシア地域における特別なフライウェイ・イニシ

アティブの最近の業績を掲載しています。ニュースレターは重要なフライウェイ規模での保護活動とこのプロジェクトで開

発された資料をご覧に入れます。 

 

モニタリング・指標・目標 

第 18回の欧州バード・センサス委員会会議がスペインのカセレスで 3月 22日～26日に開催されます。‘モニタリング・

指標・目標’と命名されたこの会議は経験を共有する機会と生物指標としての鳥の役割に関して鳥の個体数調査計画か

ら得られた発見、保護の状況および達成が求められる将来の目標が得られます。 

 

欧州は 2010年の生物多様性で世界を主導する用意があるのか 

ＥＵの各大統領と同様にバードライフ・インターナショナルも書籍 Greening Europe(欧州を緑にする)を発行し、今後の

6 ヶ月に対するバードライフの欧州での優先政策と‘大統領が成功する５つの鍵’をスペインに与えました。今から 6 ヵ月

後にバードライフはスペインがこれらの優先的な勧告にどれほど成功および失敗するかを評価します。 

 

2010年ツバメを祝う 

国際生物多様性年に当たり、MME(ハンガリーのパートナー)はツバメ・ニシイワツバメ・ショウドウツバメの３種の普通に

見られるツバメ類を祝うことを決めました。MMEは彼らの‘今年の鳥’を祝うための幾つかのイニシアティブを用意しており、

その中にはツバメ・ウオッチングの会、足環付けのデモンストレーション、巣作りのレッスンなどが含まれて居ます。 

 

フクロウの新しいサイト 

絶滅危惧種のカオカザリヒメフクロウが‘新熱帯霊長類保護’の主たる調査地であるペルーのラ・エスペランサの新しいサ

イトでフィルムに納められました。この鳥は 1976年に初めて発見され、2007年以来観察が途絶えていました。 

Asociación Ecosistemas Andinos (ECOAN) 

カオカザリヒメフクロウは 1976年にのみ発見された種 


